
 

修正箇所一覧表 

 

頁 修正前 修正後 

6 ウ 今後の処理体制の要点 

◇ 燃やすごみについては、本組合圏

域における資源化率・最終処分率の

維持を考慮し、新たに整備するごみ

広域処理施設において熱回収を行っ

た上で安定的な処理を行う。 

◇ 燃やせないごみ（不燃ごみ）、有

害ごみ、粗大ごみについては、本組

合圏域における循環型社会の実現を

図るべく、マテリアルリサイクルを

中心 に、資源化を推進する。 

ウ 今後の処理体制の要点 

◇ 燃やすごみについては、令和１０

年４月の稼働を目指すエネルギー回

収型廃棄物処理施設において、本組

合圏域における資源化率・最終処分

率の維持を考慮し、熱回収を行った

上で安定的な処理を行う。 

◇ 燃やせないごみ（不燃ごみ）、有

害ごみ、粗大ごみについては、令和

１０年４月の稼働を目指すエネルギ

ー回収型廃棄物処理施設に併設する

マテリアルリサイクル推進施設にお

いて、本組合圏域における循環型社

会の実現を図るべく、資源化を推進

する。 

◇ 資源ごみ（ペットボトル、プラス

チック、びん、かん等）については、

継続して広域処理に向けた検討を行

う。  

21 様式1-3 

（2）更新（改良）・新施設リスト 

中の竣工予定年月日 

「令和10年4月」 

様式1-3 

（2）更新（改良）・新施設リスト 

中の竣工予定年月日 

「令和10年3月」 

22 様式2 

〇熱回収等に関する事業 

旧焼却場解体工事 

事業期間交付期間 

終了「R9」 

様式2 

〇熱回収等に関する事業 

旧焼却場解体工事 

事業期間交付期間 

終了「R6」 

 


